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第５章 計画に係る評価指標 

１  評価指標１  

   自殺総合対策大網は、「令和８（２０２６）年までに自殺死亡率（※３）を平成２７  

（２０１５）年と比べて３０％以上減少させる」という目標を掲げています。 

自殺総合対策大綱の数値目標と整合性を図り、本市の令和 6（２０２４）年の自殺死

亡率を平成２７（２０１５）年と比較し２５％減少させ、１４.２を目標とします。 

 

  平成２７年 

（２０１５） 

令和４年 

（２０２２） 

令和６年 

（２０２４） 

令和８年 

（２０２６） 

全国 

自殺死亡率 １８．５ １４．６ ― １３．０以下 

対２０１５年比 １００% ７８．９％ ― ７０% 

栃木県 

自殺死亡率 １９．５ １４．６   

対２０１５年比 １００% ７４．９％   

鹿沼市 

自殺死亡率 １８．９ ― １４．２  

対２０１５年比 １００% ―  ７５%  

 

 

 

 

２  評価指標２  

  第３期健康増進計画健康かぬま２１の「こころの健康」における数値目標です。 

 平成３０年 結果 令和５年 目標値（※4） 

大いにストレスを感

じる人を減らす 
１７．６％ １６．０％以下 

 

 

 

 

 

※３ 自殺死亡率：人口１０万人あたりの自殺者数を表しています。 

                  自殺者数     

                            人口     

※４ 令和５年 目標値： 

   令和 5年に実施する健康増進計画「健康かぬま２１」アンケート調査結果の数

値を目標値としています。栃木県健康増進計画の数値目標を参考に、平成３０

年結果の１割減を目標としています。 

自殺死亡率＝ ×１０万 
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３  評価指標３ （再掲） 

重点施策の各取組項目における数値目標です。 

評価指標 自殺対策の数値目標 

（１） 

若者・働き世

代の自殺対策

の推進 

産後１ヶ月健診でのエ

ジンバラ産後うつ病質

問票の高得点者の割合 

平成３０年度 実績 令和６年度 目標値（※5） 

８．３％ ７％以下 

思春期健康教育を５年

間で市内の小中学校全

校で実施 

平成３０年度 実績 令和２～６年度 目標値（※6） 

小学校７校 

中学校４校 

市内の全小中学校に実施 

（小学校２４校・中学校１０校） 

相談しない人の割合

（２０－３０代） 

平成３０年 結果 令和５年 目標値（※4） 

２３．９％ ２２．０％以下 

（２） 

高齢世代の自

殺対策の推進 

相談しない人の割合

（６０－７０代） 

平成３０年 結果 令和５年 目標値（※4） 

１８．４％ １７．０％以下 

高齢者の生活に係る総

合的な相談の件数 

平成３０年度 実績 令和２～６年度 目標値（※6） 

６，６０２件 累計３０，５００件 

（３） 

経済・生活問

題を抱える人

の自殺対策の

推進 

ストレスの原因で「経

済問題」と回答する人

の割合 

平成３０年 結果 令和５年 目標値（※4） 

１３．２％ １２．０％以下 

生活困窮に係る相談の

件数 

平成３０年度 実績 令和２～６年度 目標値（※6） 

１６５件 累計１，１００件 

（４） 

共通の取組 

ゲートキーパーの養成 平成３０年度 実績 令和２～６年度 目標値（※6） 

７２人 累計１，０００人 

 

 

 

※５ 令和６年度 目標値： 

鹿沼市自殺対策計画最終年度時点の数値を目標値としています。平成３０年度実績

の１割減を目標としています。 

※６ 令和２～６年度 目標値：  

   鹿沼市自殺対策計画期間（令和２～６年度）の累計値を目標値としています。 


